安心院町における

グリーンツーリズムの発展

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　経済学部　経済システム学科
０２E１５６　　後藤美希

　　

序章
　私の地元、大分県清川村では、合併問題や過疎化、少子化などが深刻な問題となってきている。そんな中、５年ほど前に「道の駅　きよかわ」が建設され、中心地は以前よりも活気づくようになった。周辺の町の人々もここに立ち寄るようになり、活性化のきっかけになっていると思う。さらに、２００５年、大分県の道の駅の売り上げランキングでは、「道の駅　きよかわ」は２位にランクインしている。

　このような町の活性化につながるのは、いったいなんだろうか。

　私は、その地域の魅力、おもに観光地や特産品だと思っていた。

ある日、ふとテレビで「農泊」というものが取り上げられているのを見た。取材地がたまたまわたしの地元大分県だったので、興味がわいてなにげなく見ていた。

このテレビを見て、「こんな形の、町の活性化法があるんだ」と始めて知り、それと同時に、「農泊」とは具体的にどんなことをするのか、どんな効果があるのか、また大分県以外でも行われているのか、など疑問に思い、研究してみようと思ったのが、この卒論のきっかけである。

そこで、１章ではグリーンツーリズムの説明を取り上げ、2章は最近報道で取り上げられるようになった田舎、そのブームの理由を私なりに考えた。３章で大分県でのグリーンツーリズムを考察し、４章でメインの安心院町のグリーンツーリズムの活動を取り上げ、５章で安心院町の活動によって起こった変化を述べている。

「農泊」では、そこの地域性と人柄、また景観などが大きく影響する。さらには、そこの行政と住人たちの志などに焦点をあてて研究した。

１．グリーンツーリズムの意味
「田舎を体験してみたい」
そう考える都会人が今増えている。この流れは、華やかさや便利さを求めてきた現代社会がこれまで置き去りにしてきた田舎を、グリーンツーリズムという名のもとに大きくクローズアップさせている。
　グリーンツーリズムとは、ヨーロッパで普及している旅の形で、大規模開発型のリゾートではなく、「民家に宿泊して自然や文化にふれあう滞在型の余暇活動」のことをいう。日本では、農林水産省が1992年に定義し、以後、日本の農山漁村を活性化する手法として、各地で展開されている。
発祥の地であるヨーロッパと比較すると、日本ではまだそれほど根付いてはいない。というのは、日本にはまだバカンスの習慣がなく、グリーンツーリズムを行いやすくする体制や観光形態が定着していないからである。
　日本におけるグリーンツーリズムは、これまでは地域活性化の面から政策的に進められてきた。しかし、昨今の田舎暮らしブームや癒し人気から、民間主導型で戦略的に進められるようになり、観光産業の底上げとして期待されている。
２．田舎ブームの理由

なぜ田舎の生活を望む人が増えたのだろう。

まず、移住とグリーンツーリズムは違いを話しておきたい。移住は、その地域に生活を移し、そこで暮らしていくことである。一方グリーンツーリズムとは、上に説明したとおり、滞在型の余暇活動である。つまり、旅の一環である。都会人の田舎の移住生活などがテレビでよく取り上げられているが、そこまでの勇気と行動力、また、さまざまな制約がある人のために短期間で田舎を楽しめるのがグリーンツーリズムである。

いまの日本は、欲を言わなければなんでも手に入る状況で、ものであふれ、物質的に過剰に豊かになった。コンビニエンスストアや、あらゆるものの機械化が進み、日本は便利さを追求し続けて最終段階にいるといっても過言ではない。その一方、こころの豊かさは希薄になったと言われている。その昔、人と人が交流を深め、そして絆を築いていくという当たり前だった事を、人々はだんだんと忘れていっているような気がしてならない。人と人がふれあい、助け合う事によって絆を深めていく。そんなことを、田舎に求めているのではないだろうか。

また、最近では食品の安全に対する関心がますます高まってきている。食品添加物等の安全性などに加え、近年の科学技術の発達による遺伝子組換え食品や、化学物質の未知の健康影響への意識は高い。農泊を通じて、生産者が一生懸命作った食物を一緒に食べられることは、最大の信用と安心に代わると思う。

３．大分県のグリーンツーリズム

大分県では、緑豊かな自然や農村地域に安らぎと癒しを求めたいという都市住民のニーズの高まりにより、県下各地でグリーンツーリズムの取り組みが盛んになってきているが、特に「農家民宿」は、消費者が農業の生産現場を目の当たりにする絶好の機会であり、地域農産物の安全性が再確認され、県産品の消費拡大に結びつくなど、その役割が期待されている。

大分県のグリーンツーリズムの取り組みと市町村への支援策は、ひとづくり・ものづくり・むらづくりを柱として、2000年「豊の国農業・農村ビジョン２１」が策定されたことから本格化した。これは、地域の活性化策として都市と農村の交流を促進することを目的としている。

大分県のグリーンツーリズムは、同年設置された「大分県グリーンツーリズム推進協議会」を中心に進められており、３つの活動を行っている。1つ目は、今後のグリーンツーリズムの推進を担う行政担当者及び、農家等実践者のための研究会開催であり、具体的には推進者やインストラクターの養成、農家民宿実践者の事例研究を行っている。2つ目は、グリーンツーリズムに関する情報の発信として、ホームページの作成、広報誌「とよのくに交流農都」の発行等広報を行っている。配布先としては、県関係、市町村、県外、県内一般などである。3つ目は、農林漁業体験民宿の登録推進であり、県下では１4軒が挙げられる。

また、大分県のグリーンツーリズムの取り組みは、ソフト事業とハード事業に分けられる。ソフト事業としては、第1に、地域ぐるみ活動推進事業として、ワークショップ活動を実施し、都市住民を受け入れるための地域が連帯した推進体制の整備を行っている。第2に、子どもたちの農業・農村体験学習推進事業で、修学旅行の活用や授業の一環として、子どもたちの農林漁業・農山漁村体験の受け入れ態勢を整備している。ハード事業としては、都市農村交流施設の整備、市民農園・体験農園の整備、農産物直売所・農産物加工品施設の整備、伝統文化伝習施設等の整備を行っている。さらに、農家民宿を目指す女性活動を、無理し資金、限度額500万円で支援している。

最後に、大分県でグリーンツーリズムに取り組んでいる自治体を紹介していきたい。安心院町では、ワークショップ等の住民参加型の活動を重視し、より一層地域が一体となった受け入れ体制の構築を目指し、計画と実践の充実を図っている。2003年に県で「旅館業法」「食品衛生法」の画期的な規制緩和が全国に先駆け実施されたこともあり、視察も増えている現在、全国でもこうした取り組みが普及していくのであろうと予想される。豊後高田市では、農林水産業、商工業、教育関係者が連帯したシステムを整備し、地域資源の活用をテーマとしてワークショップ活動を展開、田染、長岩屋

地区を拠点に市内各地で交流活動を推進している。また、真玉町では、ヴィラ・フロレスタを中心として、新たな体験メニューを企画立案し、年間を通して実施している。豊後高田市との合併を期にますますグリーンツーリズムの発展に期待される。他に、竹田市、武蔵町、九重町も、グリーンツーリズムに対して積極的である。

４．安心院町のグリーンツーリズム

　

では、大分県の市町村の中で最もグリーンツーリズムが進んでいて、全国的にも注目されている大分県安心院町のグリーンツーリズムを研究する。

　安心院町でのグリーンツーリズムの取り組みは主に、「農村民泊」（安心院町では、町全体でグリーンツーリズム推進に力を入れていることを強調するため、農家民泊ではなく、農村民泊という言い方をしている）である。都市からやってきた人を農家に泊め、一緒に農業体験や料理をしてもてなすものだ。ここ最近では、癒しや田舎の自然を求める動きが強まってきており、徐々に人気を博してきている。町をあげてグリーンツーリズム推進に力を入れてきた安心院町は、今や農作業体験をしたいという人たちが集う観光地としての側面も持ち始めている。農村民泊にいち早く着目し、結果を出すことができた安心院町のグリーンツーリズムへの取り組みを取り上げて考察する。

　

（1）グリーンツーリズム研究会設立の経緯
安心院町のグリーンツーリズムへの取り組みは、表１のようにまとめられる。その中で特に重要なのが安心院町グリーンツーリズム研究会である。これは、町内のぶどう農家である宮田静一氏を会長に組織された研究会である。1992年にアグリツーリズム研究会として発足し、1996年にグリーンツーリズム研究会と名称を変更した。同年研究会が行ったヨーロッパ研修においてドイツのグリーンツーリズムに感銘を受けて以来、毎年ドイツに研修に行っており、ドイツのグリーンツーリズムを学んでいる。ドイツなど欧州では早くからグリーンツーリズムに取り組んでおり、小さな農村の農家でも副業として農家民泊を行っているところがある。鶏肉をさばいて宿泊者に食べさせ、自家製のワインやお酒を振舞う。その姿が宮田氏の心に響いたという。「安心院が目指す姿はこれだ」という決心でグリーンツーリズム研究会は農泊に力を入れている。

　　

　　表１　＜安心院町と安心院町グリーンツーリズム研究会の取り組み年表＞

	1992年
	「安心院町アグリツーリズム研究会」設立　農家中心8名

	1996年3月

	「安心院町グリーンツーリズム研究会」と名称を変更。会員約30名　商工会メンバーなど

	　　　　5月
	ヨーロッパ研修

	　　　　8月
	安心院町議会にグリーンツーリズム特別委員会を設置

	1997年3月

　　〃

　　〃
	グリーンツーリズムモデル整備構想の策定。

グリーンツーリズム特別委員会報告書に基づく提案。

「グリーンツーリズム取り組み宣言」を議決。

	1997年10月
	安心院町グリーンツーリズム推進協議会設立

	1998年
	町役場内にグリーンツーリズム研究会が専門部を設置

	2001年4月
	町役場内にグリーンツーリズム推進係設置

	2002年3月28日


	大分県がグリーンツーリズムにおける旅館業法、食品衛生法の規制を緩和

	2002年9月27～29日
	埼玉県立新座高校生約150人を修学旅行で農泊受け入れ

	2003年6月1日


	県グリーンツーリズム研究会総会でバカンス法を国に要請することを提案

	2005年４月
	大分・安心院グリーンツーリズム実践大学を開校


しかし、グリーンツーリズムを行うにあたって、さまざまな壁が発生した。そこで、農泊に対する規制と安心院方式の「会員制農泊」について述べたい。

（２）農泊に対する規制と安心院方式の会員制農泊
安心院でも農泊をやっていきたいと考えた研究会の人たちが、まず最初に直面したのが農泊に対するさまざまな規制である。日本でも徐々にではあるがグリーンツーリズムに対する関心は高まってきており、農水省でもグリーンツーリズムに関するさまざまな政策を打ち出していたが、それでも農泊を行うためには、「旅館業法」、「食品衛生法」、「建築基準法」、「消防法」の許可等が必要であった。主なものでは、１)部屋を複数作る、２)客に飲食物を提供する場合、専用の調理場を作る、という2点だ。これらを兼ね備えた設備を作るには何百万円という改装資金が必要となる。農泊は農家の副業であり、農家が手軽に始められることが重要であると考える研究会にとってこれらの規制は大きな問題であった。そこで安心院町の農家では、メンバーズカードを発行する「会員制」と称した方式で農泊を実行したのである。

　旅館業法や食品衛生法が規制するのは、不特定多数の人に対して宿泊や飲食物を提供する場合である。そのため、安心院の農泊は、宿泊客に会員になってもらい、不特定多数ではなく、特定少数に対しての営業ということで規制から逃れるという見解で実施されたのである。農泊に来てくれた人には会員証を作成し、10ポイントたまると冠婚葬祭の案内が届くようになり、あたかも実際の「親戚」のように扱うのが安心院の会員制農泊の特徴である。

（３）規制緩和の実現　
このようにしてうまく規制から逃れていた安心院町だが、2001年9月、安心院町の農村民泊が旅館業法と食品衛生法に違反しているのではないかと保健所が実態調査を行った。その結果、農泊を行っている農家に悪質な違反や問題がないことを実感し、どうにかして現状のまま農泊を続けることができないかと県生活環境部に要請があったのをきっかけにして、2002年3月28日、全国的に初の、旅館業法と食品衛生法の規制緩和通知が出された。具体的には、旅館業法においては、従来は農泊であってもホテルまたは旅館としての営業許可を取らなくてはならなかった。しかし、新しい取り扱いでは、農泊を「簡易宿所」営業（のべ床面積が33㎡）の許可対象とした。のべ床面積の規制も2003年4月には廃止され、実質的にはグリーンツーリズムは旅館業法の規制外になったのである。

　次に、食品衛生法についても、従来、専用の調理場の設置や飲食物営業の許可申請が必要であったが、宿泊客が農家と一緒に調理して飲食する体験型の場合、専用の調理場も営業許可も不要とする取り扱いに県が決定したのである。

表２＜これまでと新たな取り扱いの違い＞

	
	これまでの取扱
	新たな取扱

	旅館業法

	①ホテル

主として洋室で客室は10室以上、１客室床面積９㎡以上

②旅館

　主として和室で客室は５室以上、１客室床面積７㎡以上

③簡易宿所（バンガロー等に限定）

　客室の延床面積は、33㎡以上　

※S33.8の厚生省通知より、通年的
宿泊客を受け入れる場合はホテル、旅館の施設基準を満たすことが必要


	グリーンツーリズムは実態を踏まえ、簡易宿所の営業許可対象とした。

（H15.3大分県条例改正）

※H15．4より厚生労働省令により農林漁業者が営む農林漁業体験民宿施設は簡易宿所営業の客室延床面積の基準を適用しない。

	食品衛生法


	宿泊客に飲食物を提供する場合は、

1 客専用の調理場などの施設基準（条例）のクリアが必要

2 飲食店（旅館）営業の許可が必要

ただし、自炊型などで宿泊客自ら調理し飲食する場合は、営業許可不要

※S33.8の厚生省通知により客専用の調理場を設けることとされている


	グリーンツーリズムで、宿泊客が農家と一緒に調理、飲食する体験型であれば客専用の調理場及び営業許可は不要とした。



（４）これからの安心院

また、2005年4月から研究会の中の専門部活動の充実と、それを基にしたグリーンツーリズム実践大学校が設立された。設立趣旨は、グリーンツーリズムの担い手育成と、地域へのグリーンツーリズムの普及を目的とされている。「食と農泊」、そして安心院町グリーンツーリズム研究会の様々な専門活動を大学の主な柱とする。また地域にある山・川・海・ムラ・野良すべてを大学のフィールドとし、そこへ食やグリーンツーリズムの分野における一流の講師と地元の実践者を迎え、体験をもって学ぶ場とする。
さらに、安心院町は今後のグリーンツーリズム発展に向けて、「バカンス法（長期休暇法）」の制定に力を入れている。ドイツなどのヨーロッパでは既に実行されている国主導による全国的推進で、これにより日本のグリーンツーリズムは本格的に広まると期待できる。現在国に請願書を提出中である。

５．グリーンツーリズムの成果・変化

グリーンツーリズムを始めての成果は、少数ではあるがリピーターが多いことから、確実に農村「安心院」を好きになってくれる方が増えてきているということである。町人口8,034人に対して、町への年間入込客数は180万人（2004年）である。この成功要因は、研究会が始めた活動を行政が積極的に支援していることが、実践者に自信を与えると同時に、地域内外からも評価されている。また、田舎のよさを全面に出した、心の通った交流こそ大切だということに気づいたことが大きな成果となっている。
実際に安心院町のグリーンツーリズムに訪れた人は、帰るときには宿代（体験料金）を払うのを忘れて、まるで「田舎のおばあちゃんの家からでも帰って行く」という錯覚に陥ってしまうほど快適だったりする。
安心院町がグリーンツーリズムの先進地になった理由は２つある。まず、みなが古里に自信を持ち、生き生きと生活していること。そして係わっている人たちが自分のことは自分でという意識を強く持ち、行政も含めて他人任せにしていないことである。 都会からやってきた人々は、その生き生きとした田舎の人々の生き様にあこがれを持ち、勇気づけられ、励まされ帰ってゆくわけである。安心院でグリーンツーリズムに携わる人々がはじめからそうだったのかというと、そういうわけではない。ある農家のお母さんは、初めは農家に嫁に来たことがいやでしょうがなかったそうである。それが農泊を初めて十年で、今では家に居ながら全国の人々と話ができるのがありがたいという気持ちに変わったという。またそれを支えてくれる地域や、身の回りの自然や農業に感謝するようにもなったと言う。農泊という交流を通して、現地の人々の意識が変わったわけである。　

　この活動により、地域住民もない物ねだりではなく「農村にあるモノを活かす」ことにこそ価値があることに気づき始め、交流により地域への誇りや自分自身の輝きを取り戻してくれている。人と人との触れ合いやつながりが重視されるため、感動を呼ぶ新しい旅のスタイルとして多くの安心院ファンを生んでいる。また、普段着のままの農村生活を体験してもらう、住民主体のグリーンツーリズムを実践しているため、 施設建設や開発の必要がなく、ソフト事業による物的かつ人的な地域資源を活かす農村にふさわしいまちづくりにつながっている。このように、交流のトレーニングを重ねてきた結果 、都市が求めるものと農村が提供しようとするものとのギャップがなくなってきたことも大きい。「安心院」という町名の持つ優しさやグリーンツーリズムの町としてのイメージづくりとＰＲ活動が、農泊のみならず、農産物直売所や町内の飲食店などへの経済的な波及効果をもたらす結果にもつながっている。
　グリーンツーリズムは決して都市住民のための施策ではない。この町の活性化と自立を目指した地域住民のための施策である。また、グリーンツーリズムの普及により、町が豊かに息づけば、農村に生まれた次代を担う子供たちにも明るい夢と誇りを与えることができる。
今全国で合併や過疎で地方の地域が存亡の危機に落ちいっているという話を聞く。地域を再生するにはそこに住む人々の意識が変わることが不可欠である。そういう意味においてグリーンツーリズムという取り組みは、日本の将来を展望するのに不可欠な要因になっていく可能性を秘めているのかもしれない。
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